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本研究では、ナノアナターゼ Ti02 粒子の高活性光触媒皮膜を HVOF 溶射により、創製することを目的とし、まず、









1. ナノアナターゼ Ti02 を溶射に際し、種々検討した結果、スプレー造粒法で造粒することにより、初めてナ
ノサイズの Ti02 が溶射可能となった。
11. ナノアナターゼ Ti02 溶射皮膜形成には、一次粒子径 30nm の造粒粉が溶射効率、光触媒活性の面で最も優
れていた。
11. ナノアナターゼ Ti02 は、一次粒子粒成長がアナターゼールチル相変態に先駆けて生じ、その理由は、熱力
学的考察から、ナノ粒子の表面エネルギーの高さに起因すると推定された。




















以上のように、本論文はアナターゼ型ナノ百02 の HVOF溶射皮膜形成を形成するために、溶射可能なナノ百02 溶
射材料を開発し、 HVOF溶射皮膜形成のフ。ロセス、光触媒特性の影響因子等を明らかにし、高い光触媒特性を有する
皮膜形成を達成している。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
